脳卒中片麻痺患者の運動機能回復を目的とした長時間パルス発振型末梢神経磁気刺激装置の開発 by 八島  建樹
脳卒中片麻痺患者の運動機能回復を目的とした長時
間パルス発振型末梢神経磁気刺激装置の開発




          やしま  けんじ 
氏 名         E A 八 島 建 樹 
研究科，専攻の名称 東北大学大学院工学研究科（博士課程） 
機械システムデザイン工学専攻 
A学 位 論 文 題 目         E A 脳卒中片麻痺患者の運動機能回復を目的とした 
          長時間パルス発振型末梢神経磁気刺激装置の開発 
A論 文 審 査 委 員         E A 主査 東北大学教授 高木 敏行  東北大学教授 羽根 一博 
             東北大学教授 早瀬 敏幸  東北大学教授 出江 紳一 










されている．従来の磁気刺激装置として，経頭蓋磁気刺激（Transcranial Magnetic Stimulation, TMS）装置が
































































とし，手関節の誘発運動角度は開始肢位からの最大角度変化量とした．刺激周波数は10 Hz，20 Hz，30 Hz，40 















装置 PathleaderTMは商用 100 V電源で運転することができ，ベッドサイドでの利用が可能である．開発した磁
気刺激装置PathleaderTMは2015年3月に医療機器として認証を取得した（医療機器認証番227AFBZX00021000
号，クラスⅡ，特定保守管理医療機器）．本装置の使用案としては，患者に標的筋の筋収縮を努力させ，施術者は
その筋収縮に合わせて，随意収縮の促通を狙う一連の部位を刺激するといった使用法が考えられる． 
 
 今後，開発した末梢神経磁気刺激装置（磁気刺激装置PathleaderTM）を用いて，東北大学病院およびその他の
医療機関と共同で脳卒中片麻痺患者の運動機能回復を目的とした臨床研究を行う．  
 
 
